
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
一
日
提
出

質

問

第

四

二

号

い
わ
ゆ
る
「
明
細
付
き
領
収
書
」
の
手
数
料
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

秋

葉

賢

也
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い
わ
ゆ
る
「
明
細
付
き
領
収
書
」
の
手
数
料
に
関
す
る
質
問
主
意
書

保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養
担
当
規
則
及
び
保
険
薬
局
及
び
保
険
薬
剤
師
療
養
担
当
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
平
成
二
十
二
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
五
号
）
並
び
に
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付

等
の
取
扱
い
及
び
担
当
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
平
成
二
十
二
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
八
号
）
に
よ
り
、

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
よ
り
、
電
子
情
報
処
理
組
織
の
使
用
に
よ
る
請
求
又
は
光
デ
ィ
ス
ク
等
を
用
い
た
請
求
に
よ
り
療
養

の
給
付
費
等
の
請
求
（
レ
セ
プ
ト
電
子
請
求
）
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
は
、
領
収
証

を
交
付
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
当
該
費
用
の
計
算
の
基
礎
と
な
っ
た
項
目
ご
と
に
記
載
し
た
明
細

書
を
無
償
で
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
（
い
わ
ゆ
る
「
明
細
付
き
領
収
書
」
）
、
こ
こ
に
言
う
「
正
当
な
理

由
」
に
該
当
す
る
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
（
�
）
明
細
書
発
行
機
能
が

付
与
さ
れ
て
い
な
い
レ
セ
プ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
で
あ
る
こ
と
、
（
�
）
自
動

入
金
機
を
使
用
し
て
お
り
、
自
動
入
金
機
で
明
細
書
発
行
を
行
お
う
と
し
た
場
合
に
は
、
自
動
入
金
機
の
改
修
が
必
要
な
保
険

医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
で
あ
る
こ
と
、
と
さ
れ
た
と
了
知
す
る
。

去
る
十
月
二
十
五
日
付
地
方
紙
に
よ
れ
ば
、
「
明
細
付
き
領
収
書
」
に
つ
い
て
一
部
の
医
療
機
関
が
最
大
五
千
円
の
手
数
料

一



を
設
け
て
い
た
こ
と
が
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
判
明
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
病
名
や
投
薬
等
の
患
者
の
身
体
に

係
わ
る
重
要
な
情
報
を
患
者
自
身
が
管
理
す
る
こ
と
が
患
者
の
生
命
保
護
及
び
幸
福
追
求
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
明
細
付
き

領
収
書
は
、
本
来
、
無
料
発
行
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

右
を
踏
ま
え
、
政
府
に
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
二
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
よ
り
、
「
明
細
付
き
領
収
書
」
の
発
行
が
義
務
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
保
険
医
療
機
関

及
び
保
険
薬
局
が
、
全
国
で
其
々
何
施
設
存
在
し
、
そ
の
う
ち
「
明
細
付
き
領
収
書
」
を
発
行
し
て
い
る
医
療
機
関
又
は
薬

局
の
請
求
額
で
最
高
値
は
い
く
ら
で
、
ま
た
平
均
値
は
い
く
ら
で
あ
っ
た
か
。

二

「
明
細
付
き
領
収
書
」
の
無
料
発
行
の
原
則
に
対
す
る
例
外
と
し
て
、
今
回
費
用
徴
収
を
認
め
た
医
療
機
関
及
び
薬
局
に

「
実
費
相
当
と
す
る
等
、
社
会
的
に
妥
当
適
切
な
範
囲
」
等
の
言
葉
を
用
い
裁
量
の
余
地
を
政
府
は
許
容
し
て
い
る
が
、
調

査
に
よ
り
判
明
し
た
最
高
値
に
当
た
る
手
数
料
は
、
政
府
と
し
て
、
当
該
範
囲
内
に
あ
っ
た
と
解
す
る
の
か
否
か
。

三

「
明
細
付
き
領
収
書
」
の
無
料
発
行
に
対
す
る
例
外
に
つ
い
て
は
、
暫
定
的
で
あ
る
と
は
い
え
、
今
回
の
調
査
を
踏
ま

え
、
手
数
料
に
上
限
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

平
成
二
十
二
年
度
診
療
報
酬
改
定
が
定
め
る
「
正
当
な
理
由
」
に
該
当
す
る
医
療
機
関
及
び
薬
局
に
対
し
て
、
政
府
と
し

二



て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

即
ち
、
無
料
発
行
の
原
則
に
対
す
る
例
外
措
置
と
し
て
認
め
ら
れ
る
「
正
当
な
理
由
」
の
内
容
は
、
事
情
変
化
に
応
じ
て

検
証
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
か
。
ま
た
、
例
外
措
置
の
期
限
に
関
す
る
政
府
の
見
解
は
、
如
何

か
。
具
体
的
に
提
示
頂
き
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


